
【第2報・最終】Ｅ23 伊勢自動車道 路面清掃車からの飛び石事象

【発生日時】 2026年5月20日（水）11:51頃

【発生場所】 E23 伊勢自動車道 上り線 １３３．９KP多気PA付近（玉城IC〜勢和多気JCT）

【工事件名】 2026年度 伊勢自動車道 津管内維持修繕業務

【受注者名】 中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋㈱

【概 要】
お客さまより、作業中の路面清掃車（スウィーパ）の横を通過した際に、フロントガラスに傷がついたと申し出が
あったもの。

【被害状況】 人的被害︓なし
物的被害︓お客様車両のフロントガラスに傷約２ミリ程度

【時 系 列】
5/20（水）

11:51頃 事象発生
12:03頃 お客さまセンターへ入電
12:40頃 お客さまセンターから保全計画課長へ情報共有
12:50頃 メンテへ事実確認
12:55頃 事実確認の結果、当該時間に作業実施を確認
13:00頃 保全計画課長からお客さまへ折り返し連絡（不通）
13:40頃 保全計画課長からお客さまへ折り返し連絡。被害状況の確認
18:30頃 久居ICにてお客さまの事故車両の状況確認（メンテ同席）

５/21（木）
AM メンテ安全大会「事故発生を共有、今後の対策/作業手順書の再徹底など」
11:00頃 メンテからお客様に連絡

「お客様のドライブレコーダーデータより、（飛び石と思われるもの）がフロントガラスに
あたる音及び他に周辺に走行車両がなかったことを確認しました。お車の修理など今後
については、保険会社の判断となり、当方の保険会社から連絡する」旨で、お客様了解

【報 道 等】 なし

【原 因】 ①路面清掃車について
・前日の車両清掃後の終了後点検
「飛散防止カバーの状態、また車体に石・砂利が残っていないなど、異常なし」を確認

・当日の始業前車両点検時にも上記と同様の「異常なし」を確認し、作業を開始
②作業実施状況について
・作業計画書に記載の目安の速度で後尾警戒車を配置して作業していたことを
清掃車両のドライブレコーダーにて確認

上記から、路面清掃車や作業状況に問題はなかったと考えられ原因の特定には至らない。
また、飛び石が清掃車の車体・タイヤからの落下したものか清掃作業によるものかも不明である。
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【今後の対策】 終了後点検、始業前点検、また休憩時に、車体に石・砂利が残っていないことの確認を継
続実施していく。また清掃車両のドライブレコーダーから、後尾警戒車両との車間がやや離れ
ていたような状況も見受けられたため、作業手順書の後尾警戒車両の車間（最小値の目
安を）「５０ｍ〜１００ｍ⇒２０ｍ〜１００ｍ」と修正し、（並走される）お客様への
走行安全性を向上させる。【位置図】
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【物損状況】



【作業車状況】
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【作業手順書】

改定後 ・「後尾警戒車両の車間 ５０ｍ～１００ｍ⇒２０ｍ～１００ｍ」に修正

【作業状況図】
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